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(57)【要約】
【課題】多用性と使い勝手を改善した家具の可動部品に
用いるダンパー装置を提供する。
【解決手段】ダンパー装置（１）は、ハウジング（２）
とそのハウジング（２）の中に配置されたシリンダー（
３）とを備えており、シリンダー（３）の中にピストン
ロッド（５）を伴なうピストン（４）がスライド可能な
状態で取り付けられている。ハウジング（２）には位置
調節装置が取り付けられており、この位置調節装置を介
して、シリンダー（３）又はピストンロッド（５）のた
めのストッパー（７）を、ハウジング（２）に対して位
置調節できる。
【選択図】　図１ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　家具の可動部品のためのダンパー装置であって、
　ハウジングとそのハウジングの中に配置されたシリンダーとを備えており、そのシリン
ダーの中にピストンロッドを備えたピストンがスライド可能な状態で取り付けられており
、
　前記ハウジングには、少なくとも１つの位置調節装置が取り付けられており、この位置
調節装置を介して、前記ピストンロッドのためのストッパーを前記ハウジングに対して相
対的に移動させることができることを特徴とするダンパー装置。
【請求項２】
　前記ダンパー装置には、前記ハウジングに対して前記シリンダーを位置調節するための
第１の位置調節装置が設けられており、前記ピストンロッドのための前記ストッパーを位
置調節するために、前記第１の位置調節装置とは異なる第２の位置調節装置が設けられて
いることを特徴とする請求項１に記載のダンパー装置。
【請求項３】
　前記第１の位置調節装置は、好ましくはウォームギヤによって形成されており、これに
より前記ハウジングに対する前記シリンダーの位置を変化させることができることを特徴
とする請求項２に記載のダンパー装置。
【請求項４】
　前記第２の位置調節装置がネジによって形成されており、このネジによって前記シリン
ダーに対する前記ピストンロッドの位置を変化させることができることを特徴とする請求
項２又は３に記載のダンパー装置。
【請求項５】
　前記ネジが好ましくは前記ハウジング又は前記ストッパーの正面に支持されており、前
記ネジを前記ハウジングの外部から操作できることを特徴とする請求項４に記載のダンパ
ー装置。
【請求項６】
　前記ストッパーが、カップ形であることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に
記載のダンパー装置。
【請求項７】
　前記ストッパーが窪みを備えており、この窪みは、好ましくは前記ピストンロッドの自
由な末端を収容するために設けられていることを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１
項に記載のダンパー装置。
【請求項８】
　前記シリンダーが２つの部品から形成されており、前記ピストンを収める内側シリンダ
ーがそこにかぶせられたスリーブに包まれていることを特徴とする請求項１乃至７のいず
れか１項に記載のダンパー装置。
【請求項９】
　前記シリンダーに流体が充填されており、前記流体は好ましくはオイル又は空気である
ことを特徴とする請求項１乃至８のいずれか１項記載のダンパー装置。
【請求項１０】
　前記シリンダーに力を蓄える装置が配置されており、前記装置は好ましくはバネである
ことを特徴とする請求項１乃至９のいずれか１項に記載のダンパー装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、家具の可動部品に用いるダンパー装置であって、ハウジングとそのハウジン
グ内に配置されたシリンダーを持ち、そのシリンダー内にはピストンロッドを伴なうピス
トンがスライド可能な状態で取り付けられているものに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　この種のダンパー装置は既に知られており、ドア又は引出しのような家具可動部品を急
激に閉じるときに生じる衝撃音や機械的な負荷を、広範囲に軽減するために用いられる。
既に知られているダンパー装置の性能は、ドア又は引出しの平均重量に合わせたものであ
る。しかし本来、ダンパー装置を最適に適合させるには、家具又は制動される家具可動部
品に取り付けられた後に、個別に最適化を行うことができるのが望ましい。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の課題は、冒頭に挙げた種類のダンパー装置の多用性と使い勝手を可能な限り改
善し、その点で優れているものを提案するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は１つの好適な形態として、ハウジングに少なくとも１つの位置調節装置を取り
付け、この位置調節装置を介してシリンダーとピストンロッドの少なくとも一方に対する
ストッパーを、ハウジングに対して位置調節できるようにすることにより、この課題を達
成する。
【０００５】
　この位置調節装置によって、ダンパー装置を、それぞれのドア、はね蓋又は引出しに対
して、理想的に適合させることができる。なぜならば、このシリンダーはハウジングに対
して位置調節できるので、家具可動部品の動きの基準点を正確に設定できるからである。
その一方で、これにより、ダンパー装置の特性曲線（例えば減衰特性を示す曲線）又は緩
衝動特性（例えば変位と反力の相関特性）を、目的を絞って調節することができる。なぜ
ならば家具可動部品の様々に異なる重量に対する適合や、ヒンジ又は引き込み装置の様々
に異なる力への適合が可能となるからである。
【０００６】
　本発明の１つの実施形態では、位置調節装置は操作エレメントの回転運動を、シリンダ
ー又はストッパーの少なくとも一方の線形運動に変換することができる。
【０００７】
　本発明の有利な実施形態においては、ピストンロッドのためのストッパーがカップ形の
形状に形成されている。カップ形のストッパーに支持されるか、もしくはそこに固定され
たピストンロッドは、これにより安定して位置ずれのない取り付けが可能となる。この場
合、ピストンロッドを収めるため、好ましくはピストンロッドの自由な末端のために、こ
のストッパーに窪みを１つ設ければ一層の利点を有することになる。
【０００８】
　有利な一つの実施形態として、シリンダーを２つの部品から構成し、ピストンを収める
内側シリンダーにスリーブを被せて包む構成とすることができる。このスリーブは、スラ
イダー仕様とすることができる。このスライダーは家具可動部品に、シリンダー自体より
も大きくて安定した接触面を提供する。ダンパーに対する家具可動部品の動作照準点を調
節するには、内側シリンダー又はスリーブの正面に、位置調節エレメントとしてネジを配
置し、このネジがハウジング軸方向に動ける状態で取り付けられているものとすれば一層
の利点を有することになる。
【０００９】
　本発明の１つの実施形態では、ハウジングに対してピストン又はピストンロッドを動か
すことにより、特性曲線又は緩衝特性を調節できるので、緩衝過程の個々の最終ポジショ
ンを確定することができる。
【００１０】
　このダンパー自体は通常、流体ダンパーとして作られる。この流体ダンパーには、作動
流体としてたとえばオイル又は空気を充填することができる。この場合、流体ダンパーに
加えて力を蓄える装置、好ましくはバネをシリンダー内に設けられることで、一層の利点
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を有することになる。
【００１１】
　本発明では、ダンパー装置が、ハウジングと、ハウジング内に設けられたシリンダーと
を備えており、シリンダー内にはピストンロッドを伴なうピストンが、スライド可能な状
態で取り付けられている。本発明の更なる実施形態では、ハウジングに対してシリンダー
を位置調節するための第１の位置調節装置が設けられており、ピストンロッドのためのス
トッパーを位置調節するために、別個に第２の位置調節装置が設けられている。本発明の
目的を達成するための好ましい一つの形態としては、第１の位置調節装置がウォームギヤ
で形成されており、ウォームギヤによって、ハウジングに対するシリンダーの位置を調節
できる。一層の利点を有する手段としては、第２の位置調節装置が１つのネジで形成され
ており、このネジによってシリンダーに対するピストンロッドの位置を調節できるように
することができる。又、更に好ましくは、このネジがハウジング又はストッパーの正面に
支持されるようになっており、このネジをハウジング外部から操作できるようにすること
も可能である。
【００１２】
　また本発明の１つの実施形態では、ハウジングが、少なくとも１つの、好ましくは２つ
の固定フランジを備えており、ハウジングを家具と家具稼動部品の少なくとも一方に固定
するために、この固定フランジを固定することができる。
【実施例】
【００１３】
　本発明の詳細と効果を、図面を引用しつつ、図面の説明により下記に詳細に説明する。
【００１４】
　図１ａは、本発明の一実施例におけるダンパー装置１の分解図である。図１ｂは、組み
立て状態のダンパー装置１を示す。ダンパー装置１、はハウジング２を備えており、この
ハウジング内にはピストンロッド５を伴なうシリンダー３が、スライド可能な状態で取り
付けられている。シリンダー３を動かすためのギヤ６が設けられ、このギヤはこの実施例
ではウォームギヤとして作られている。ギヤ６は、ハウジング２の軸方向にスライド可能
なストッパー７を備え、このストッパーはウォーム１４によって形成されている。
【００１５】
　ウォーム１４を軸方向にスライドさせるため、操作エレメント９としてウォームホイー
ルが設けられ、このウォームホイールは、好ましくはねじ回しによって操作できるものと
する。この操作エレメント９は、シリンダー３の縦軸を基準とすると、ハウジング２の横
で動くことができる状態で取り付けられている。本実施例の操作エレメント９は、好まし
くは回転できる状態で取り付けられている。更に好ましくは、この操作エレメント９の回
転軸は、シリンダー３の縦軸に対して横方向に、好ましくはほぼ９０°の角度をもって位
置している。これにより操作エレメント９には、ハウジング２の表面の断面が円形、楕円
形又は多角形であれば、外部から操作することが可能となる。この結果、家具にダンパー
装置１がすでに取り付け済みであっても、操作エレメント９を容易に取り扱いができ、調
整できるようになる。この場合、ウォーム１４の軸１２とウォームホイール９の軸１３と
の角度が、ほぼ９０°であることで、より操作性が高く利便性に優れている。
【００１６】
　ウォーム１４はその上面に歯１１を備え、この歯はウォームホイール９と噛み合わせる
ことができる。ウォームホイール９の回転運動は、ウォーム１４の線形運動に変換される
。この場合ピストンロッド５は、カップ型のウォーム１４の閉じた底面に常につながって
いるので、ウォーム１４がスライドするとき、シリンダー３もハウジング２に対してスラ
イドする。シリンダー３のピストンと反対側からは、スリーブ８をその上にかぶせること
ができ、制動動作の際には、このスリーブは制動される家具部品と接触する。図１ｂは、
組み立て状態のダンパー装置１を示している。この場合、ウォームホイール９の回転によ
って、シリンダー３はその上に押し込まれたスリーブ８と共に、ハウジング２に対してス
ライドされる。
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【００１７】
　図２ａはダンパー装置１の上面図である。ウォームホイール９の回転によって、ここで
は図示されないシリンダー３を、スリーブ８と共に、ハウジング２に対して位置調節する
ことができる。家具又は家具可動部品に固定するため、ハウジング２の両側に固定フラン
ジ１０が設けられている。図２ｂは、図２ａのＡ‐Ａ断面図である。ハウジング２があっ
て、その中にウォーム１４が位置調節可能な状態で取り付けられているのが認められる。
ウォームホイール９は、その歯がウォーム１４の歯１１と噛み合うので、ウォームホイー
ル９が回転するとき、ハウジング２に対してウォーム１４が軸方向にスライドする。ピス
トンロッド５の自由な末端は、ウォーム１４の窪み１５に取り付けられており、この場合
ピストンロッド５はカップ形のウォーム１４の底面に常に支持されている。従ってウォー
ム１４が軸方向にスライドするとき、シリンダー３全体がスライドされる。　　　　　　
　
【００１８】
　ピストンロッド５にはピストン４が形成されており、このピストン４はシリンダー３の
中をガイドされて移動する。シリンダー３にはスリーブ８がかぶせられており、このスリ
ーブ８は制動される家具部品に作用する。ハウジングを基準として見たウォーム１４の内
側最終ポジションで、軸方向のスライド範囲を制限するために、リング状の１つの動作域
限定エレメント１６が設けられていることが好ましい。この動作域限定エレメント１６は
、ウォーム１４の内側最終ポジションで、ハウジング２に配置されたカウンターストッパ
ー１６’との相互作用によって動作する。この実施例の場合、特性曲線又は制動特性の変
化は予定されていない。
【００１９】
　図３ａ～３ｃは、ハウジング２に対するシリンダー３の様々なポジションを示す。図３
ａは、ハウジング２を基準にしてウォーム１４に対するシリンダー３の位置が後方のポジ
ションにあるダンパー装置１を示す。このポジションで、動作域限定エレメント１６とハ
ウジング２のカウンターストッパー１６’は、たがいに密着する。ウォームホイール９を
回転することにより、ウォーム１４は次第に右にスライドされる。図３ｂは、ハウジング
２を基準として、ウォーム１４とシリンダー３が中間ポジションにあるダンパー装置１を
示す。図３ｃは、ハウジング２を基準にしてウォーム１４とシリンダー３が外側最終ポジ
ションにあるダンパー装置１を示す。このポジションで、動作域限定エレメント１６とカ
ウンターストッパー１６’は、たがいに離れている。
【００２０】
　図４ａ～４ｃは、図３ａ～３ｃでＪ、Ｐ、Ｏを付した各箇所の部分拡大図である。図４
ａでは、ウォーム１４に対するシリンダー３の位置が、ハウジング２を基準とすると内側
の最終ポジションにあり、このポジションで動作域限定エレメント１６は、カウンタース
トッパー１６’に密着する。スリーブ８はラッチ突起１７を備え、このラッチ突起は、ウ
ォーム１４に設けられたラッチ突起１７’と常に密着する。図４ｂでは、ウォーム１４に
対するシリンダー３の位置は中間ポジションにあり、この場合動作域限定エレメント１６
は、カウンターストッパー１６’から離れている。図４ｃでウォーム１４に対するシリン
ダー３の位置は、寸法差Δｘを取る最大変位ポジションにある。
【００２１】
　図５（ａ）に、本発明のもう１つの実施例を示す。本実施例は、２つ別々の位置調節装
置１８および１９を持つ。第１の位置調節装置１８は既に説明したウォームギヤであって
、ウォーム１４とウォームホイール９を備えている。第１の位置調節装置１８は、ハウジ
ング２に対してシリンダー３を位置調節するために設けられている。第１の位置調節装置
９に加えて、第２の位置調節装置１９が設けられており、これを用いてピストンロッド５
をシリンダー３に対して位置調節できる。これにより、ダンパー装置１の特性曲線又はそ
の緩衝特性を調節できる。この第２の位置調節装置１９はネジ２０を備えており、このネ
ジはウォーム１４の正面に支持される。この場合ウォーム１４はピストンロッド５に対す
るストッパー７として働く。
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【００２２】
　第１の位置調節装置１８によって、ウォーム１４の軸方向のスライドがロックされる。
そして、ネジ２０を操作すると、ピストンロッド５又はピストン４がシリンダー４に対し
てスライドされる。ネジ２０を時計回りに回すと、ピストン４はさらにシリンダー３の中
に押し込まれるので、シリンダー３の中にこのピストンが完全に押し込まれるまで、残る
ダンパーストロークは短くなる。ネジ２０を反時計回りに回すと、ピストン４又はピスト
ンロッド５は、さらにシリンダー３の外に動くので、その結果として、ピストン４が完全
に押し込まれたポジションまで、ピストン４のダンパーストロークは長くなる。
【００２３】
　図５（ｂ）は、図５（ａ）の細部拡大図である。ウォーム１４は、第１の位置調節装置
１８によってハウジング２の内部に押し込まれるが、この場合、ウォーム１４の動作域限
定エレメント１６と、ハウジング２のカウンターストッパー１６’とが互いに離れる位置
まで押し込まれる。ネジ１４の軸方向の位置はそのまま変わらず、第２の位置調節装置１
９を操作することによって、ダンパー装置１の制動特性を設定することができる。
【００２４】
　図５（ｃ）とその部分拡大図５（ｄ）は、図５の（ａ）と（ｂ）に示したダンパー装置
のもう一つの実施例を示す。この場合ダンパー装置１の緩衝特性又は特性曲線は、ウォー
ムホイール９によって設定可能である。シリンダー３が軸方向にスライドするのを制限す
るために、シリンダー３又はそのスリーブ８に、第１の突起２１が形成されている。好ま
しくは、この突起２１が、ハウジング２を基準として見たシリンダー３又はスリーブ８の
外側最終ポジションで相互作用する。相互作用によって、ハウジング２に対しシリンダー
３が軸方向に更にスライドするのが防止される。このときピストンロッド５は、カップ形
のウォーム１４に支持される。このウォーム１４は、ウォームホイール９によってハウジ
ング２の軸方向にスライド可能である。更なる軸方向のスライドは突起２１、２２の相互
作用によって防止されるので、ウォームホイール９を操作すると、ピストンロッド５又は
ピストン４を、シリンダー３に多かれ少なかれさらに押し込むことができる。シリンダー
３を基準として見たピストンロッド５又はピストン４のポジションに応じて、ダンパー装
置１の制動特性を様々に形成することができる。
【００２５】
　図６ａは、図５の（ｃ）と（ｄ）の実施例の分解図であって、この場合ウォームホイー
ル９を調節することによって、ダンパー装置１の特性曲線を調節することができる。ハウ
ジング２は突起２２を備え、この突起はスリーブ８の突起２１と共同作用して、ハウジン
グ２に対してシリンダー３がさらに引き出されるのを防止する。ストッパー７はポット形
のウォーム１４によって形成され、このウォームの歯１１をウォームホイール９と噛み合
わせることができる。図６ｂは組み立て状態のダンパー装置１を示す。
【００２６】
　図７ａ～７ｃは本発明のもう１つの実施例を示す。ハウジング２はその正面に調節装置
１９を備え、この調節装置はこの実施例の場合、ハウジング２の軸方向に位置調節可能な
ローレットつきネジ２０を備える。このボルトはハウジング２の外側から操作することが
可能である。このローレットつきボルト２０は、ピストンロッド５のためのスライド可能
なストッパーを形成し、このピストンロッド５にピストン４を形成する。シリンダー３は
テーパ部２５を持つので、ローレットつきネジ２０をはずすとき、ピストン４も右に動か
され、ピストン４とシリンダー壁の間に形成されたリング状の隙間も大きくなる。スプリ
ング２３の力に対抗し、ピストン４に対して相対的にシリンダー３を押し込むと、ピスト
ン４のポジションに応じて制動が異なって来る。シリンダー３の正面に調節ホイール２４
が取り付けられ、このホイールはシリンダー３の軸方向に位置調節可能である。したがっ
てシリンダー３を見かけ上延長することができるので、ダンパー装置１をすでに取り付け
済みであっても、制動される家具部品の動作照準点を正確に決定することができる。
【００２７】
　図８ａ～８ｃは図７ａ～７ｃの別態様の実施例である。図８ａと８ｂでは調節ホイール
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２４の位置が異なっている。調節ホイール２４の位置調節によっては、ダンパー装置１の
特性曲線は影響されない。制動特性の変更はローレットつきボルト２０によって行う。図
８ｃは、ダンパー装置１の上面図を模式的に示す。
【００２８】
　本発明はここに示した実施例に限られるものではなく、下記の特許請求の範囲に該当し
得る全ての変更と技術的等価物を含み、それらを包含している。またこの説明で用いられ
た位置表示、例えば上、下、横などは、それぞれの取り付け位置に応じて適宜記述されて
おり、表示された図面に関するものであって、位置が変わればその意図するところに従っ
てその新しい位置に転用できるものである。シリンダー自体、直径を変更したり、溝を設
けたり、あるいはこれら両方を組み合わせることが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１ａ】ダンパー装置の分解図である。
【図１ｂ】ダンパー装置の組み立て状態の斜視図である。
【図２ａ】ダンパー装置の上面図である。
【図２ｂ】図２ａのダンパー装置のＡ‐Ａ断面図である。
【図３ａ】ウォーム１４が後方のポジションにあるダンパー装置の垂直断面図である。
【図３ｂ】ウォーム１４が中間ポジションにあるダンパー装置の垂直断面図である。
【図３ｃ】ウォーム１４が外側最終ポジションにあるダンパー装置の垂直断面図である。
【図４ａ】図３ａの細部拡大図である。
【図４ｂ】図３ｂの細部拡大図である。
【図４ｃ】図３ｃの細部拡大図である。
【図５】特性曲線を設定可能なダンパー装置の実施例とその細部拡大図である。
【図６ａ】ダンパー装置の分解図である。
【図６ｂ】ダンパー装置の組立図である。
【図７ａ】ダンパー装置特性曲線を調節できるもう１つの実施例のダンパー装置である。
【図７ｂ】ダンパー装置特性曲線を調節できるもう１つの実施例のダンパー装置である。
【図７ｃ】ダンパー装置特性曲線を調節できるもう１つの実施例のダンパー装置である。
【図８ａ】ダンパー装置特性曲線を調節できる更なる実施例のダンパー装置である。
【図８ｂ】ダンパー装置特性曲線を調節できる更なる実施例のダンパー装置である。
【図８ｃ】ダンパー装置特性曲線を調節できる更なる実施例のダンパー装置である。
【符号の説明】
【００３０】
１　　ダンパー装置
２　　ハウジング
３　　シリンダー
４　　ピストン
５　　ピストンロッド
６　　ギヤ
７　　ストッパー
８　　スリーブ
９　　操作エレメント
１０　固定フランジ
１１　歯
１２　ウォームの軸
１３　操作エレメントの軸
１４　ウォーム
１６　動作域限定エレメント
１６’　カウンターストッパー
１７，１７’　ラッチ突起
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１８，１９　　位置調節装置
２０　ネジ
２１，２２　　突起
２３　スプリング
２４　調節ホイール
２５　テーパ部

【図１ａ】 【図１ｂ】
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【図２ａ】 【図２ｂ】

【図３ａ】 【図３ｂ】
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【図３ｃ】 【図４ａ】

【図４ｂ】

【図４ｃ】 【図５】
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【図６ａ】 【図６ｂ】

【図７ａ】

【図７ｂ】

【図７ｃ】

【図８ａ】

【図８ｂ】

【図８ｃ】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年2月12日(2009.2.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　家具の可動部品のためのダンパー装置であって、
　ハウジングと、そのハウジングの中に配置されたシリンダーとを備えており、
　そのシリンダーの中にピストンロッドを備えたピストンがスライド可能な状態で取り付
けられており、
　前記ハウジングには、少なくとも１つの位置調節装置が取り付けられており、
　この位置調節装置は、前記ピストンロッドのためのストッパーを前記ハウジングに対し
て前記ピストンロッドの軸方向に移動させることができることを特徴とするダンパー装置
。
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